逗子市の公園と緑地に関するアダプトプログラム（里親制度）実施要領

（目的）

第１条　この要領は、市民の身近な公共空間である公園と緑地の保全と活用について、市民が里親となって管理するアダプトプログラム（里親制度）の実施に関して必要な事項を定めることにより、生活環境や自然環境に対する市民意識の高陽を図り、あわせて市民と市の協働によるまちづくりを推進することを目的とする。

（届出）

第２条　里親になろうとする者（２名以上の者がグループで里親になろうとするときは、その代表者（以下、「里親になろうとする者」という。））は、自ら管理しようとする公園・緑地の区域を定め、市長に里親希望届（様式第１）を提出するものとする。

（合意書の取り交わし）

第３条　市長は、前条の規定により里親希望届の提出があった場合、その内容を適当と認めたときは、里親になろうとする者と合意書（様式第３）を取り交わさなければならない。

２　第１項の合意書を取り交わした者は、適時、次の書類を市長に提出するものとする。

（１）活動員の名簿

（２）年間活動予定表

（３）年間活動報告書

（里親の辞退）

第４条　前条第１項の合意書を取り交わした者がこれを辞退するときは、市長に里親辞退届を（様式第２）を提出しなければならない。

（里親の役割）

第５条　里親が行う公園・緑地の保全と活用の内容は、次に掲げるとおりとする。

（１）公園・緑地内の草刈り、伐採、清掃及びゴミの回収

（２）前号の他、公園・緑地の維持管理のための活動

（３）公園・緑地を活用する創作活動

（４）公園・緑地に関する情報の提供

（市の役割）

第６条　市長は、里親が行う活動に対して次の役割を担うものとする。ただし、アダプトサインについては、原則として管理区域の１箇所に設置するものとし、３名以下のグループによる里親については、これを設置しないものとすることができる。

（１）草刈り、伐採、清掃及びゴミの回収に要する用具や機材の支給と貸し出し

（２）里親の活動を妨げる公園・緑地の障害物の除去等を含めた維持管理

（３）里親のボランティア保険への加入

（４）アダプトサインの設置

（５）その他、里親の活動のために必要が生じたもの

（庶務）

第７条　逗子市の公園と緑地に関するアダプトプログラムに関する庶務は、環境都市部緑政課において処理する。

（雑則）

第８条　この要領に定めるもののほか、逗子市の公園と緑地に関するアダプトプログラムの実施に関して必要な事項は、市長が定める。

付則

この要領は、平成19年10月１日から施行する。 

